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（会長 大橋 晃 勤医協中央病院名誉院長） 

  

 
 知らない間に、年金額が変わったという人はいませんか？仕組み

がわからないので、何も利用せずに、暮らしに困っている人はいま

せんか？日本の、そして北海道の社会保障を理解するために、ぜひ

読んでみませんか？ 

 矢継ぎ早に行われる社会保障改革を理解するために、また、北海

道で社会保障がどのように実施され、どのような問題があるのかを学ぶため

に、そして、道民私たちの暮らしを良くするために、本誌は必読です！ 

 

北海道社保協（社会保障推進協議会）機関誌 

隔月１日発行・年６回・Ａ４版・４８ページ 

定期購読料 １部６００円 

（送料込み 年間3,600円） 

＊１部売りは、８００円 



 
☆久美子の相談室  

☆「旅の時間」（とき） 

☆今月の本棚 

☆道学習協のおすすめ 

☆北の人 

☆たたかいに役立つ資料集    

最新号（2014.8 第77号）の記事は 

 

・社会保障を優先させ、道民にやさしい道政に 

・「子ども・子育て支援制度」 

・若者たちは、いま 

・私たちの声を聞いて下さい 他 

連 載 

 発刊から１６年。多くの人たちが、輝

く笑顔を、やむにやまれず立ち上がっ

た怒りを、さらには私たちがめざすべ

き「平和と福祉の国」への展望を語っ

ていただきました。 

 空知産直センターと新婦人

北海道本部の主催で、「田植え

ツアー」を行いました。札幌や

小樽、苫小牧、岩見沢から、0歳

から93歳までの約70人が参加

しました。 

気持ちの良い風の吹く晴天

のもと、大人も子どもも泥だら

けになりながら、楽しい1日を

過ごしました。 

 真下紀子道議会議員が「高橋

道政と社会保障」と題して講演

しました。12年に及ぶ高橋道政

のもとで、道民のくらしはよく

なったのか、道民のいのちとく

らしを守ることを第一義の仕事

とする道知事が何をしてきたの

か、してこなかったのか。その実

態に迫ります。  


